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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人建材試験センター(JTCCM)及び財団

法人日本規格協会(JSA)から，工業標準原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業

標準調査会の審議を経て，経済産業大臣及び国土交通大臣が制定した日本工業規格である。これによって，

JIS A 1414:1994 は廃止され，その一部を分割して制定したこの規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に

抵触する可能性があることに注意を喚起する。経済産業大臣，国土交通大臣及び日本工業標準調査会は，

このような特許権，出願公開後の特許出願，実用新案権又は出願公開後の実用新案登録出願に係る確認に

ついて，責任はもたない。 

JIS A 1414 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS A 1414-1 第 1 部：通則 

JIS A 1414-2 第 2 部：力学特性に関する試験 

JIS A 1414-3 第 3 部：温湿度・水分に対する試験 

JIS A 1414-4 第 4 部：長期特性に関する試験 
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第 3 部：温湿度・水分に対する試験 

Performance test methods of panel components for building construction－

Part 3: Tests for temperature, humidity and water-proof 
 

1 適用範囲 

この規格は，建築物の壁，床，屋根などの部位を構成するパネル（以下，“建築用パネル”という。）及

びこれを面内方向に接合又は接続させた状態の温湿度・水分に対する試験方法について規定する。 

 

2 引用規格 

次に掲げる規格は，この規格に引用されることによって，この規格の規定の一部を構成する。これらの

引用規格は，その最新版（追補を含む。）を適用する。 

JIS A 1414-1 建築用パネルの性能試験方法－第 1 部：通則 

JIS A 1414-2 建築用パネルの性能試験方法－第 2 部：力学特性に関する試験 

 

3 用語及び定義 

この規格で用いる主な用語及び定義は，JIS A 1414-1 によるほか，次による。 

3.1 

平衡状態 

継続的に測定した試験体の質量が 24 時間前の質量に対して 0.1 %以内の変化量となった状態。 

3.2 

常時湿潤環境 

直接屋外にさらされるなどして常時湿潤状態となるおそれのある環境。例えば外壁，軒天井などで，有

効な防水措置をしていないため，降雨水などの影響によって常時高湿度となる環境。 

3.3 

断続湿潤環境 

断続的に水を使用する水回りのうち，直接水掛かりはないが湿潤状態となるおそれのある環境。例えば，  

断続的に水を使用する水回り室などの壁，床，天井などのうち直接水掛かりがない部分で，有効な防水措

置がなされていないため，断続的に高湿度となる環境。 

3.4 

透水 

多孔質材料内部に水が浸透し，移動又は貫通した現象。 

3.5 

浸せき 


